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量子情報の基礎単位であるキュービットには、コヒーレンス時間の長さと操作性の良さ

などが求められる。これらの条件を満たすダイヤモンド単一窒素空孔中心(以下 NV)は、キ

ュービットの候補として有望である。優れたキュービットの開発に向けて、我々は、磁場

を排除した環境下で NV の電子および核スピンが構成する V 型 3 準位のうち、部分空間

|𝑚𝑠 (𝐼) = ±1 >を縮退スピンキュービットとして扱う。既に、マイクロ波による幾何学的操

作を利用し、コヒーレンス時間が磁場の排除[1]と、断続的なマイクロ波パルス照射[2]によ

って増大することを実験的に実証した。しかし、これらの実験では操作の自由度が限定さ

れていた。量子テレポーテーションや量子誤り訂正などの実用的な技術の実現には、任意

軸・任意角の回転が不可欠である。そこで今回、直交する 2 本のワイヤーにより印加され

る偏光マイクロ波を用いて実験を行った。偏光の自由度で任意軸周りに、位相の自由度で

任意角回転が可能となる。その結果、プロセストモグラフィー(図 1)によってゲート操作を

評価することに成功したので報告する。 
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図 1.ゲート操作のプロセストモグラフィー 


